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4 ．平城宮跡・京跡出土の木簡

1 9 8 3 年度の調査では，

平城宮跡の２個所と平

城京跡の４個所の調査

区から総計２，１１７点の

木簡が出土した。主な

木簡の釈文は既に『平

城宮発掘調査出土木簡

慨報( 17) 』（1984年６月刊）

に報告したので，ここ 1 9 8 3 年度出土木簡点数

では内容的に興味深いものを中心に紹介する。

推定第一次東朝集殿地区（第1 5 0 次調査）出土木簡調査区は平城宮推定第一次朝堂院地区南方で，

1 9 8 2 年度の第1 4 6 次調査区に南接する。平城宮造営時に開盤され宮中央部を南流する基幹排水

溝ＳＤ３７６５（幅1 . 0 ｍ，深さ0 . 3 ｍ）の三層に分かれる堆職層の下層から木簡の削屑3 3 点が出土し

た。「口少志佐伯」「口一人□ 使一人」と墨書の残るもの以外は墨点の承のものが多い。

第二次大極殿院・内裏東方官喬地区（第1 5 4 次調査）出土木簡調査区は第二次大極殿院・内裏外郭

東方で，1 9 6 7 年度の第4 0 次調査区に南接する。木簡は，内裏外郭の東側を南流する一部石組の

南北溝ＳＤ２７００( ｢ 東大溝｣ ，幅6 . 0 ｍ，深さ1 . 4 ｍ）から1 8 9 4 点，内裏からS D2 7 0 0 に合流する素掘

りの東西溝ＳＤ４２４０（幅6 . 0 ｍ，深さ2 . 2 ｍ）から7 0 点，調炎区南端で確認した官荷からＳＤ２７００

に排水するための木樋暗渠ＳＸ１１５０４から1 5 点，宮の南北排水溝の一つで調査区東南隅で検出

した一部石組の南北溝ＳＤ３４１０（幅4 . 5 ｍ，深さ1 . 0 ｍ）から7 0 点，S D3 4 1 0 の北端に接続して東

へ延びる素掘りの東西溝S D1 1 6 0 0（幅5 . 8ｍ，深さ1 . 0ｍ）から８点，計2 , 0 5 7点が出土した。

S D2 7 0 0 は宮東部の基幹排水溝で既に第２１．１２９．１３９次の各調査でも多数の木簡が出土して

いる。今回の調査では，S D4 2 4 0 がS D2 7 0 0 と合流する地点，S D2 7 0 0 に架かる橋ＳＸ１１５０５

付近を中心に木簡が出土した。年紀を有する木簡は2 1 点あり，堆積層の底から２層目より天平

２～４（7 3 0 ～7 3 2 ) 年，３層目より天平５～天平勝宝３（7 3 3 ～7 5 1 ) 年，４層月より天平５～天平

神護３（7 3 3 ～7 6 7 ) 年，５．６層目からは延暦２～３（7 8 3 ～7 8 4 ) 年の木簡が出土し，更に最上層

からは隆平永宝( 7 9 6 年初鋳) とともに９世紀前半代の土器が出土した。従来の知見と同様にS D

2 7 0 0 が奈良時代を通じて順次埋没していった状況が確認された。S D 2 7 0 0 と同様の堆積状況を

示すS D 4 2 4 0 の４層目からも天平1 7 年の紀年銘木簡が出土した。また，S D 3 4 1 0 とＳＤ１１６００

は同じ堆積状況で上下二屑に分かれるが，S D 3 4 1 0 の下層からは天平1 6 年，ＳＤ１１６００の下層

からも宝亀７（7 7 6 ）年の紀年銘木簡が出土している。以下，S D 2 7 0 0 出土の木簡を中心に文書

・荷札・付札・その他の順にゑていくことにする。

文群木簡にみえる官司・官職には天皇と深く関わる中務省（中宮職・図' 擁・維殿察・陰陽京・
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推定第一次束朝災殿

第二次大極殿院

･ 内裏東方官簡

九条大路

右京八条一坊十一坪

左京四条二坊一坪

左京二条二坊十三坪
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平城宮跡・京跡の凋盗

侍従･ 内舎人･ 少艦物･ 大舎人）・宮内満（大膳職・火炊寮・主殿察・典薬寮・内膳司）・勅旨省・中衛府

( 少将・将監）・左兵衛府・内兵庫が多くを占め，その中にはS D4 2 4 0 から流れ込んだものもあ

ると思われ，この地域の性格を考える上で注| _ | される。また，泉内親王（天智天皇I 挫女，伊勢斎

宮，天平６年２月発）の宮の物品出納に関するもの，坂合部女王( 光に犬呈異母姉，宝弛９年５月発，

なお史料には宝旭５年1 1 月以降内親王として現れる) の資人を申送したことを記すもの（６），宿直や

留守の官人名を列記したもの（３，４）も出土した。造営工聯に於ける丁匠の国侮の人数とその

総計を謀き上げた木簡６点の内には，工・匠丁の別を明記したものもあり（９，１０) ，造営工事

に於ける労働編成の一端をうかがわせる。これらの木簡は出土臓位から２つのグループに大別

でき（２府目と４胴目) ，少くとも時期を異にする二l f i l の造営に関わると考えられる。律令国家

の浮浪人対策の実行を示す木簡も出土した（１）。頒を変更があった中で浮浪人を本批へ逓送し

た時期は２回あるが，出土層位（３肘目）から養老５（7 2 1 ）年４月～天平８年２月の期間のもの

とみられる。その他，返抄（５）や官人の上日数を記録した多数の削屑も出土している。

貢進物荷札には伊豆国の調荷札７点がある（７，８) 。伊豆国調荷札の場合，調の品I _ | の判明

するものは全て荒堅魚である。堅魚を調として１，〔ずる国は他にもあるが（延祥主計上式) ，荒堅

魚を進めるのは伊豆国だけで，特産品とゑられる。伊豆国調荷札には細長い材（光形品では長さ

は１尺を超え幅は約１寸）の上下両端に切り込率を入れた例が多い。今回出土した木簡は，天平

５年のものが５点とまとまっており，出土地点がS D 2 7 0 0 東岸に限られ，出土層位も４層ロに

集中しているので，S D 2 7 0 0 の東方から一括投棄された可能性がある。

付札には東市での交易に用いられた銭の付札がある（２）。京職等で必要とする物品を西市司

が市で購入したことを示す木簡がかつて宮内から出土しており（『平城寓木簡』1 - . . 4 8 7 ～4 8 9 , 『平

城京西市跡』) ，このことを示す文禅も正倉院文1 ( ｝の中に残っている。今回出土した付札はこれ

らと異なり，市司を介さずに東市で直接に交易したことを示すかとも思われる。また，東市を

構成する曜名が知られ，さらにそれを営む市人の具体的な名前のわかる点も興味深い。

その他には題談６点が出土した。近江国の大豆の出納に関するもの( 1 1 ) は令制下の中央に於

ける大豆の出納・保管の実態を知る上で注目される。

平城京跡出土木簡九条大路の調在では，九条大路北側溝（' 胴2 . 5 ｍ，深さ0 . 9 ｍ）から「勝賓二

年九月こ」とある紀年銘木簡１点，平城京造営時の土城から鯉の付札( 1 2 ）３点が出土。右京八

条一坊十一坪の調査では，奈良時代後半期の西一坊坊間大路西側職（幅5 . 5 ｍ～1 1 . 0 ｍ，深さ1 . 7 5

ｍ）から，１８点の木簡が多数の祭祁関係遺物，鋳造関係遺物，銅銭，多数の暴評土器等ととも

に出土した。左京四条二坊一坪の調在では，木枠外而に墨桝のある八角形井戸( 天平末年に掘蕊）

を検出した。左康二条二坊十三坪の調査では，’ 一二・十三坪坪境小路束側溝（Ｉ脈3 . 0 ｍ，深さ0 . 7

ｍ）から，錨の授受に関する文. 1 1 木簡と，志摩国英虞郡の船越郷から貢進された海松に付けた

保管・整理の為の物品付札( 1 3 ) 等３点，中世の土取りの際その土取り穴に混入したと思われる

伊豆国捜茂郡某郷の荷札１点が州土した。（橋本蕊則）
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